
 

第四期「板橋区子ども読書活動推進計画」検討委員会 要点記録 

 

会 議 名 令和７年度 第４回 第四期板橋区子ども読書活動推進計画検討委員会 

開 催 日 時 令和７年10月31日（金） 14時00分から15時03分まで 

開 催 場 所 板橋区役所北館11階 第四委員会室 

出 席 者 

16人 〔委員〕鈴木委員長、尾﨑副委員長、東委員、松本委員、井上委

員、坂田英子委員、坂田敦子委員、水野委員、藤井委員、

児玉委員、田倉委員、金子委員 

〔事務局〕 

〔区〕中央図書館長 

〔地域図書館代表〕清水図書館長、高島平図書館副館長、 

東板橋図書館長 

 
公開（傍聴できる） 部分公開（部分傍聴できる） 非公開（傍聴できな

い） 

傍 聴 者 数 0人 

議     題 

１ 開会 

 

２ 議事 

パブリックコメントの実施結果及び第四期計画「板橋区子ども読書活動 

推進計画２０３０」原案について 

 

３ まとめ・閉会 

配 布 資 料 

資料１ 板橋区子ども読書活動推進計画２０３０（素案）に対するパブリ

ックコメントと区の考え方 

資料２ 「板橋区子ども読書活動推進計画２０３０」原案 

参考資料 第四期板橋区子ども読書活動推進計画検討委員会構成員名簿 

所   管   課 教育委員会事務局 中央図書館（電話 6281-0291） 

会 議 状 況 

（会議概要） 

１ 開会 

 

２ 議事 

パブリックコメントの実施結果及び第四期計画「板橋区子ども読書活動 

推進計画２０３０」原案について 

中央図書館長より、資料１・２を用いて説明を行った。 

 

[主な意見・質問] 

委員① 

・【質問】原案19ページ、学校司書の配置時間について、数値目標の掲

載はないか。 

→（事務局回答）学校側と整合性を図るため、本計画には掲載しないが、



 

板橋区の学校運営関係の計画で掲載予定。 

・原案28ページ、絵本のプレゼント事業の実施について、「目的」は、

「早い段階からの家庭での読み聞かせにつなげること」ではなく、「親

子で本を開くことによって楽しい時間を共有する」というシェアブック

の視点が重要。計画書の文言追加を要望。 

→（事務局回答）文言再検討する。 

・【質問】「絵本プレゼント事業」について、配付率の目標値90％は高す

ぎるのではないか、また、現在どこで絵本を配付しているか。 

→（事務局回答）今までは図書館のみで配付していたが、今年度から児

童館でも配付していることから、前年度より配布率はかなり上昇傾向に

ある。目標値は５年間を見据え高めに設定した。 

・【質問】原案 28 ページ、「障がいや多言語等に配慮した資料の提供」

について、「りんごの棚」を追加できないか。 

→（事務局回答）利用者層が図書館ごとに異なるため、展示内容は各館

の特色に委ねる方針であり、計画書に名称「りんごの棚」はあえて記載

していない。ただし、バリアフリー資料をイベント等で周知していく。 

委員② 

・【質問】原案2ページ、「ＧＩＧＡスクール・コロナ関連」を削除した

理由はなにか。 

→（事務局回答）新型コロナの経験等を原案に詳述するのではなく、そ

れを乗り越え前に進んでいきたいという考えから削除した。 

委員③ 

・原案 28 ページ、絵本のプレゼント事業の実施について、絵本配付の

前に、母親が納得・理解、期待したりというやり取りを深めることがで

きる文言を計画に追加することを要望。 

→（事務局回答）文言再検討する。 

委員④ 

・原案 19 ページ、「憧れや共感」のあとに、「自己確立」などの自己確

立の肯定感的な表現を追加することを要望。 

→（事務局回答）文言再検討する。 

・原案25ぺージ、「子どものニーズ把握とレファレンスの充実」におけ

る「良書」という表記について、抵抗感を持つ方も多いため、子どもを

真ん中に、主体にした言葉などに言い換えることを要望。 

→（事務局回答）文言再検討する。 

委員⑤ 

・【質問】原案 37 ページ、「◆前計画との関連」で「小学生を対象とし

た取組」について、「小学生向け蔵書の充実」を★（拡充）してほしい。 

→（事務局回答）学校図書館は、学校教室数に附帯した冊数があるため、

計画に拡充を明記できなかった。ただし所管に、学校図書館の本を充実

するよう意見として伝える。 

 

３ まとめ・閉会 

[振り返り・感想] 

委員① 

・本を通じ多くを学び、学校の取組も共有できた有意義な２年間だっ



 

た。 

委員② 

・中学生の活字離れに危機感を持ち、読書習慣づくりの取組継続の重要

性を感じた。 

委員③ 

・幼稚園での絵本環境をさらに広げ、楽しい取組を参考に実践したいと

感じた。 

委員④ 

・提案が反映された原案に感謝し、ブックスタートや家庭での読書環境

づくりの重要性を再認識。今後も事業の充実を強く望む。 

委員⑤ 

・学校図書館の重視を計画に盛り込まれたことを喜び、今後も読書推進

に関わりたい。 

委員⑥ 

・児童館でのブックスタート実施を機に、絵本の魅力や読書体験の広が

りをより丁寧に伝える必要性を実感。図書館との連携強化にも期待す

る。 

委員⑦ 

・保育園での絵本体験を踏まえ、読書離れの課題に向け保育現場として

の役割を再認識した。 

委員⑧ 

・子どもに適した本を手渡す重要性を再確認し、学校・児童館との連携

拡大を望む。 

委員⑨ 

・様々な立場からの意見を聞けたことが収穫であった。具体的でだれも

がわかりやすい言葉で書かれている計画案に、計画の充実や熟成を感じ

た。 

委員⑩ 

・建設的な意見を反映し良い計画ができたと実感。読書を通じ創造的な

区づくりを進めたい。 

委員⑪ 

・途中参加ながら、委員の真摯な議論で具体的な冊子が完成したことを

喜び、図書館が子どもの居場所として重要性を増していると指摘。今後

も子どもの意見反映が重要。大学との連携でも協力できることがあると

思う。 

委員⑫ 

・２年間の議論の積み重ねが計画として形になり、適書を届ける難しさ

と重要性を再確認。ブックロードなど長期的視点の取組も成果として評

価し、今後は広報や活用促進が重要と指摘。委員のネットワークを生か

し、より良い計画運用を期待する。 

 

 会議の要点は、以上のとおりである。 

 


